
 

JANS若手の会第２回 甲信越・北陸エリア検討会 
研究と教育の両立・臨床とのコラボレーション 

2022年度 JANS若手の会 第 2回 甲信越・北陸エリア検討会のご報告 

 

 2023年 2月 26日（日）に、JANS若手の会、第 2回甲信越・北陸エリア検討会をオンラインで開催い

たしました。「研究と教育の両立・臨床とのコラボレーション」をテーマに 12名の方が参加しました。エ

リア外からも 3名のご参加がありました。 

 

 参加者全体で自己紹介をした後、2グループに分かれ、テーマについて意見交換をしました。参加者の

中には、教育・研究・臨床・社会貢献のみならず、家事や育児を抱えている人もおられ、研究の時間や機

会の確保の難しい状況が共有されました。複数領域の教育を担当している参加者もおられましたが、電

子媒体やテクノロジーなどの活用による効果的な教育方法が紹介されました。若手会員の特徴として実

習指導に従事する期間が長く、実習中は研究遂行の難しさがありますが、実習施設との連携による研究

や社会貢献の機会の構築、JANS のプロジェクト研究やジャーナルクラブなどの機会への関心が話し合わ

れました。 

 

 甲信越・北陸エリアの今後の活動として、若手のキャリアデザインや研究に関するセミナー、事例検討

会、共同研究などの希望がありました。看護職の働き方は非常に幅広いことや働く場によって多様な活

躍のしかたが期待されています。エリア検討会などの機会に、ご参加の皆様がキャリアを共有すること

ができれば、未来の自己像を通して看護や社会を拓く貴重な機会につながると思います。また、参加者は

ケアという共通の関心事のもとに集っており、専門領域は異なっても、共有できるテーマがあります。そ

のようなテーマをもとに共同研究プロジェクトをつくり、いくつかのサブグループで研究を進めていく

ことへの希望なども提案されました。 

 

 事後のアンケートでは、悩みや問題解決を率直に共

有できて励みになったこと、安心して話ができたこと、

共同研究などの話も出て今後のエリア活動に期待が膨

らんだことなどが寄せられました。 

 

 参加者の皆様のニーズに基づいて、エリア検討会の

具体的なあり方を共有することができ、とても貴重な

時間となりました。休日にもかかわらず、ご参集くださ

った皆様に感謝申し上げます。 

 

 

令和 5年 3月 7日 

甲信越・北陸エリアコーディネーター一同 

 


